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!日病競への引越の請のひもも解けきらない昨年の 8月
末， Alexander von Humboldt財団の奨学生として， 
Technische Universitat Munchenの Neurologische 
Klinil玉 undPoliklinikでの研究のため Bundesrep・ 
ublik Deutschland，Baye玄nの弁i都 Munchenに来て
おります。ドイツ語研修のため最初の 4ケ足関を M包-
nchenの高方70km，湖と近くにアルプスの望める保養地 
Murnauの Goethe-Institut で過し，元市長さんの家
の間借入となり，医進課謹以来久しく使ったことのない
ドイツ語会話の特訓を受けておりました。そこには世界
各国から，謹々の分野の Humboldt奨学生， あらゆる
職業の人々が集づてお!J，夜とも註ると， ドイツと云え
ば誰でもすぐ患いつく Bier，Weinを欽みながら，時
には各国自慢の料理で partyを開き，お互いむもとな
いドイツ語で国のこと，文記・経済のことなどを紹介し
ながら歓談し， しばし学問を離れ，二度とえEいであろ
うこの体験をかみしめておヲました。この期間は inter-
nationalな体験もさることながら，初めて西ドイツで
生活を始める者に，その国，その土地の生活習慣，地理
等についての Orientationを与え，すぐ研究生活が始
められる点でとても有意義な期間であったと患ってお予
ます。
今年1月 1日からの研究のため Munchen市内に移り
住んでお予ますが，績木のうっそうとおい茂った公園が
訳出あヲ，多数の芸衛的文生的遺産，活動に冨まれた入
口第 3位の都前 Munchenの美しさは多くの本に紹介
されている連予です。しかし，住むとなると話しは却
で，最初に産面したのが{主宅探しの難かしさでした。こ
の住宅難は西 Fイツ大都市lこ共通した，年々深刻化して
いる問題で，望む時期に，支払可龍な家賃で入居できる
家を探すために半年前から準備しなければならず，また
ほとんど選択の余地がない程でした。次に日常生活の実
物で日本とは全く異質な体験をします。合理主義も議底
すると企業開，寵鹿島の自岳競争まで無用の長物と考え
るのか，全くサーグィス精神のかけらもなく，庄主，底
員はとても威張っており，まるで客は金をもって整然と
並んで、物を買わせていただく乞食同様に思われます。商
品の品数も，サイズも，デザ、インも，在庫も少なく，欠
諮寵品まで平気で陳列され，売られているのにはおどろ
千葉大学涯学部第1生理学教室 中 島祥夫
きました。よい商品もありますが，それ辻限られたもの
で，一般に製造割にも客の要求に答えようという気はな
く，商品そのものをみても，作ってやる入ー買わせてい
ただく人の関係が誇びあがってきます。日本の「お客様
は神様です。」というサーヴィス精神iこ，日本商品のヨ
ーロッバ進出のカギがあるような気がします。しかし，
なんといってもピールの本場。非常に数多い種類と銘槙，
それを飲ますレストラン，ゼァホール，ピァガーデンの
多さにはひ、っくりします。鯖の塩強き， y~セ}ジ，美
味しいバイエルン料理を肴iこIIジョッキを額むけてい
る入々の姿は Munchenならではの気がします。援行か
らの帰り，列車からみえるレストランに青と自の格子縞
のバイエルンの旗がみえるとなんとなく安心した感じが
するのも多住めば都と云う所でしょうか。また気温の
変動が識しく，晴れれば 30CO 近くまで昇る夏の日中の
気謹も，~震の耳ともなると凱寒くなる程簿!) ，このため
か，人々は晴れの休詩などこぞって公園，ilITを甫から北 
iこ語れるイザー荷の河原に出かけ，超ピキニ，または全
課で日光浴に励んでおりますが，これだサは私達iこ真叡
できないことです。
さて，志の習学先について紹介します。 TUMun-
chenは， 18世紀後半の科学技術教育の充実を求める要
望に答えるものとして1823年に関学された Politechni-
sche Hochschule in Bayernをその前進とし， 1877年に
は工学技街系の 5学部をもっ T豆 Munchenと改称さ
れ，匿学部は1967年記第六番吾の学部として開設され， 
1970年記現在の TUMunchenと改名され， 1978年に
学部を改組し， 11の学部をもっ大学として，約17，300名
の学生，約7，100名の教職，事務職員を容する大学とし
て現在立至ってお Pます。 TUMunchenの本拠は alte 
Pinakothek，今年4月新築関舘の neuePinakoth誌
の近く，日本の上野の森といった訴にあヲますが，医学
部の大部分はイザー河の流れに向って右岸の地にありま
すので，大学病院は Klinikumrechts der lsarと呼ば
れ，敷地面接は約73，000m2，講座数31，1149名の学生と， 
2，400人の教職，事務職員を容する学部です。私の研究
売の Neu主ologischeKlinikは，大多数の Klinikが集
っている所から約 1km北に離れた近くに領事館の多い
関静な所にあ担， Prof.A. St宝upplerが主任教授とし
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て活躍しております。ここでは，末補神経かちの微小電
極 iこよる感支持経発射の記録解析， ~申張反射の解析，眼
輪競反射を毘いての脳幹機能の解析，各種誘発電{立の解
析を脳外科的手術前，街中，術後と比較しながら非常iこ
興味ある研究を進めてお予ます。
最後に，毎年500名栓の若手研究者を広く海外から招
き，奨学金の佑，語学研修，年 2匝の例会のための据
待，年 1田の 3道関にも及ぶドイツ冨内研修諸行への招
待等， Humboldt財団の我々に対するいたれ!J，っく
せりの臣患に対し深く感謝しております。我が匿にもこ
のような奨学金が育つことを折ってやみません。
